
 キーワード：

企業を対象とした適塩教室

 研 究 概 要：

 どのような共同研究・連携に結びつけられるか？

適塩、勤労者、推定食塩摂取量、ナトカリ比

食塩の過剰摂取を抑えることは多くの国で課題となっており、
日本人は世界の中でも食塩摂取量が多いことで知られています。
過剰な食塩摂取は高血圧、胃がん、骨粗鬆症と関連し、さらに
は動脈硬化を引き起こします。働き世代の青年期・壮年期から
これらの長期的なリスク管理を始められるよう、企業において
適塩教室として、食事調査・尿による推定食塩摂取量測定・ナ
トカリ比測定・講話を実施しています。

企業が従業員の健康を経営的に捉え、戦略的に施策を講じる取り組みと
して「健康経営」が知られています。適塩教室に参加した企業では、健
康診断における有所見者率の低下が認められました。
「食事調査結果」や「推定食塩摂取量・ナトカリ比」の数値によって自
身の食生活を客観的に理解することは、元気に働くためにとても重要で
す。
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